
【様式第1号】

自治体名：常滑市

会計：連結会計 （単位：円）

科目名 金額 科目名 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 185,871,905,199   固定負債 96,599,994,330

    有形固定資産 172,623,262,843     地方債等 48,998,855,310

      事業用資産 78,203,400,883     長期未払金 4,898,786,886

        土地 45,266,195,799     退職手当引当金 4,008,639,768

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 53,468,324,792     その他 38,693,712,366

        建物減価償却累計額 -33,660,096,052   流動負債 11,959,647,157

        工作物 5,568,406,865     １年内償還予定地方債等 4,474,442,887

        工作物減価償却累計額 -3,708,595,324     未払金 6,087,858,187

        船舶 7,585,660     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -2,197,260     前受金 286,505,283

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 538,132,587

        航空機 -     預り金 438,658,235

        航空機減価償却累計額 -     その他 134,049,978

        その他 1,535,210,993 負債合計 108,559,641,487

        その他減価償却累計額 -923,429,972 【純資産の部】

        建設仮勘定 10,651,995,382   固定資産等形成分 188,124,490,725

      インフラ資産 88,328,446,886   余剰分（不足分） -84,866,636,590

        土地 19,743,628,636   他団体出資等分 345,876,755

        建物 9,529,647,478

        建物減価償却累計額 -2,667,359,344

        工作物 120,327,383,012

        工作物減価償却累計額 -59,993,517,296

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 1,388,664,400

      物品 12,336,118,821

      物品減価償却累計額 -6,244,703,747

    無形固定資産 372,378,344

      ソフトウェア 197,803,015

      その他 174,575,329

    投資その他の資産 12,876,264,012

      投資及び出資金 234,562,084

        有価証券 -

        出資金 234,562,084

        その他 -

      長期延滞債権 204,695,465

      長期貸付金 65,857,916

      基金 12,231,205,783

        減債基金 -

        その他 12,231,205,783

      その他 166,600,819

      徴収不能引当金 -26,658,055

  流動資産 26,291,467,178

    現金預金 19,577,693,575

    未収金 3,936,162,082

    短期貸付金 398,000

    基金 2,252,187,526

      財政調整基金 2,252,187,526

      減債基金 -

    棚卸資産 41,133,882

    その他 484,576,010

    徴収不能引当金 -683,897

  繰延資産 - 純資産合計 103,603,730,890

資産合計 212,163,372,377 負債及び純資産合計 212,163,372,377

連結貸借対照表
（令和3年3月31日現在）



【様式第2号】

自治体名：常滑市

会計：連結会計 （単位：円）

連結行政コスト計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目名 金額

  経常費用 102,499,204,604

    業務費用 71,217,475,679

      人件費 8,928,582,686

        職員給与費 6,193,306,100

        賞与等引当金繰入額 517,869,758

        退職手当引当金繰入額 507,769,071

        その他 1,709,637,757

      物件費等 60,109,171,532

        物件費 14,115,515,683

        維持補修費 833,764,068

        減価償却費 4,897,899,548

        その他 40,261,992,233

      その他の業務費用 2,179,721,461

        支払利息 480,112,662

        徴収不能引当金繰入額 27,010,886

        その他 1,672,597,913

    移転費用 31,281,728,925

      補助金等 13,074,953,185

      社会保障給付 18,159,624,504

      その他 47,151,236

  経常収益 65,038,463,338

    使用料及び手数料 6,631,852,468

    その他 58,406,610,870

純経常行政コスト 37,460,741,266

  臨時損失 918,051,460

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 689,738,771

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 228,312,689

  臨時利益 155,623,058

    資産売却益 30,819,644

    その他 124,803,414

純行政コスト 38,223,169,668



【様式第3号】

自治体名：常滑市

会計：連結会計 （単位：円）

科目名 合計 固定資産等形成分 余剰分(不足分) 他団体出資等分

前年度末純資産残高 95,276,749,693 177,682,620,450 -82,796,813,246 390,942,489

  純行政コスト（△） -38,223,169,668 -38,226,247,220 3,077,552

  財源 43,819,430,533 43,806,852,234 12,578,299

    税収等 19,612,586,717 19,609,838,473 2,748,244

    国県等補助金 24,206,843,816 24,197,013,761 9,830,055

  本年度差額 5,596,260,865 5,580,605,014 15,655,851

  固定資産等の変動（内部変動） 7,636,811,901 -7,636,811,901

    有形固定資産等の増加 16,511,978,454 -16,511,978,454

    有形固定資産等の減少 -7,191,690,859 7,191,690,859

    貸付金・基金等の増加 2,803,040,732 -2,803,040,732

    貸付金・基金等の減少 -4,486,516,426 4,486,516,426

  資産評価差額 2,670,108,095 2,670,108,095

  無償所管換等 140,113,601 140,113,601

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 60,721,585 -60,721,585

  比例連結割合変更に伴う差額 -14,763,432 -14,657,147 -106,285 -

  その他 -64,737,932 9,493,825 -74,231,757

  本年度純資産変動額 8,326,981,197 10,441,870,275 -2,069,823,344 -45,065,734

本年度末純資産残高 103,603,730,890 188,124,490,725 -84,866,636,590 345,876,755

連結純資産変動計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日



【様式第4号】

自治体名：常滑市

会計：連結会計 （単位：円）

連結資金収支計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目名 金額

【業務活動収支】

  業務支出 96,614,780,410

    業務費用支出 65,332,986,485

      人件費支出 8,801,913,174

      物件費等支出 54,371,070,872

      支払利息支出 480,112,662

      その他の支出 1,679,889,777

    移転費用支出 31,281,793,925

      補助金等支出 13,074,953,185

      社会保障給付支出 18,159,624,504

      その他の支出 47,216,236

  業務収入 104,389,077,175

    税収等収入 17,301,792,115

    国県等補助金収入 22,734,374,776

    使用料及び手数料収入 6,018,057,809

    その他の収入 58,334,852,475

  臨時支出 881,765,499

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 881,765,499

  臨時収入 55,291,078

業務活動収支 6,947,822,344

【投資活動収支】

  投資活動支出 15,503,590,759

    公共施設等整備費支出 12,903,723,714

    基金積立金支出 2,477,676,715

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 122,163,000

    その他の支出 27,330

  投資活動収入 6,398,854,279

    国県等補助金収入 1,299,262,133

    基金取崩収入 4,185,310,210

    貸付金元金回収収入 118,191,000

    資産売却収入 307,655,253

    その他の収入 488,435,683

投資活動収支 -9,104,736,480

【財務活動収支】

  財務活動支出 4,066,027,822

    地方債等償還支出 3,437,646,539

    その他の支出 628,381,283

  財務活動収入 11,465,251,669

    地方債等発行収入 11,215,637,097

    その他の収入 249,614,572

前年度末歳計外現金残高 263,498,289

本年度歳計外現金増減額 8,212,446

本年度末歳計外現金残高 271,710,735

本年度末現金預金残高 19,577,693,575

財務活動収支 7,399,223,847

本年度資金収支額 5,242,309,711

前年度末資金残高 14,063,301,241

比例連結割合変更に伴う差額 371,888

本年度末資金残高 19,305,982,840



１．重要な会計方針
(１)有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
①有形固定資産・・・取得原価
ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
ア．昭和59年度以前に取得したもの・・・再調達原価
ただし、道路、河川及び水路の敷地においては備忘価額１円としています。

イ．昭和60年度以後に取得したもの
取得原価が判明しているもの・・・取得原価
取得原価が不明なもの・・・・・・再調達原価
ただし、取得価額が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。　

②無形固定資産・・・原則として取得原価
ただし、取得価額が不明なものは、再調達原価としています。

(２)有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
①満期保有目的有価証券・・・償却原価法（定額法）
②満期保有目的以外の有価証券
ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）
イ．市場価格のないもの・・・取得原価（又は償却原価法（定額法））

③出資金
ア．市場価格のあるもの・・・会計年度末における市場価格（売却原価は移動平均法により算定）
イ．市場価格のないもの・・・出資金額

(３)棚卸資産の評価基準及び評価方法
①販売用土地・・・地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行規則第４条第２項各号に掲げる方法
②貯蔵品・・・先入先出法による低価法
ただし、一部の連結対象団体においては、最終仕入原価法による原価法によっています。

(４)有形固定資産等の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法
なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物 15年～50年
工作物 ８年～80年
船舶 　　　４年
その他 ４年～10年
物品 ３年～17年

ただし、一部の連結対象団体については定率法によっています。
②無形固定資産（リース資産を除く）・・・定額法
（ソフトウェアについては、庁内における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。）

③リース資産
ア．所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
（リース期間が１年以内のリース取引及びリース契約１件あたりのリース料総額が300万円以下のファイナンス・リース取引を除く）
・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

イ．所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
・・・リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(５)引当金の計上基準及び算定方法
①徴収不能引当金
未収金については、過去５年間の平均不能欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。
長期延滞債権については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。
長期貸付金については、過去５年間の平均不能欠損率により（又は個別に回収可能性を検討し）、徴収不能見込額を計上しています。

②退職手当引当金
期末自己都合要支給額を計上しています。

③損失補償等引当金
該当事項なし

④賞与等引当金
翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する
部分を計上しています。

(６)リース取引の処理方法
①ファイナンス・リース取引
通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

②オペレーティング・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(７)資金収支計算書における資金の範囲
現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（容易に換金可能であり、かつ、価値変動が僅少なもので、３か月以内に満期が到来する流動性の

高い投資を言います。ただし、一般会計等においては、常滑市資金管理方針において、歳計現金等の保管方法として規定した預金等としています。）
なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。

(８)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。
ただし、一部の連結対象団体（会計）については、税抜方式によっています。

(９)連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理
決算日と連結決算日の差異が３か月を超えない連結対象団体については、当該連結対象団体の決算を基礎として連結手続を行っていますが、決算日と

連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。また、決算日と連結決算日との差異が３か月を超える連結対象団
体（会計）については、仮決算を行っています。

２．重要な会計方針の変更等
該当事項なし

３．重要な後発事象
(１)主要な業務の改廃

該当事項なし

(２)組織・機構の大幅な変更
該当事項なし

(３)地方財政制度の大幅な改正
該当事項なし

(４)重大な災害等の発生
該当事項なし

注　記
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４．偶発債務
(１)保証債務及び損失補償債務負担の状況
他の団体（会計）の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っています。

損失補償等引当金
計上額

貸借対照表
未計上額

0 0 114,600,000 114,600,000

0 0 114,600,000 114,600,000

(２)係争中の訴訟等
該当事項なし

５．追加情報
(１)連結対象団体（会計）

区分 連結の方法 比例連結割合

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

地方公営企業会計 全部連結 ―

一部事務組合・広域連合 比例連結 44.19%

一部事務組合・広域連合 比例連結 22.32%

一部事務組合・広域連合 比例連結 57.23%

一部事務組合・広域連合 比例連結 29.53%

一部事務組合・広域連合 比例連結 0.77%

第三セクター等 全部連結 ―

第三セクター等 全部連結 ―

第三セクター等 全部連結 ―

連結の方法は次のとおりです。
①地方公営企業会計は、すべて全部連結の対象としています。
②一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としています。
③第三セクター等は、出資割合等が50％を超える団体（出資割合等が50％以下であっても業務運営に実質的に主導的な立場を確保している団体を含み
　ます。）は、全部連結の対象としています。また、いずれの地方公共団体にとっても全部連結の対象とならない第三セクター等については、出資割
　合等や活動実績等に応じて、比例連結の対象としています。ただし、出資割合が25％未満であって、損失補償を付している等の重要性がない場合は、
　比例連結の対象としていない場合があります。

(２)出納整理期間
地方自治法第235条の５に基づき出納整理期間が設けられている団体（会計）においては、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の係数

をもって会計年度末の係数としています。
なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合

は、現金の受払い等が終了したものとして調整しています。

社会福祉法人常滑市社会福祉協議会

常滑土地改良区

半田常滑看護専門学校管理組合

介護保険事業特別会計

水道事業会計

愛知県後期高齢者医療広域連合

常滑駅ビル株式会社

病院事業会計

モーターボート競走事業特別会計

中部知多衛生組合

知多南部広域環境組合

常滑武豊衛生組合

下水道事業会計

常滑土地改良区

計

団体（会計）名

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

団体（会計）名 確定債務額
履行すべき額が確定していない損失補償債務等

総額
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